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要約　本研究では，幼児通園施設に在籍する比較的軽度な肢体不自由児を対象に，特に座位や立位などタテ（応重

力）姿勢の体験を重ねていくことを重視しながら，動作法による発達支援を行った。対象児は，当初，自力で

の立位保持は困難であったが，本研究での実践に伴い，しだいに自力での立位保持や独歩での歩行が獲得され

ていった。また，そのような姿勢・運動面での発達に伴い，日常での活動が大きく広がり，特に対人面（コミ

ュニケーション）や情緒面について良好な変化が見られた。タテ姿勢の体験を中心とする発達支援は姿勢・運

動面の発達のみならす，身体を直接介した対人的交流を通し，対人面，情緒面においても大きな発達的意義が

あることが事例経過を通し示唆された。
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1

問題および目的

肢体不自由児の中でも特に脳性まひ児は，肢体不自

由養護学校に在籍する児童･生徒の大半を占める。脳

性まひ児においては，一般に姿勢上のゆがみが見られ

たり，運動面全体に発達的な遅れが見られたりするこ

とが多い。しかしながら，脳性まひという障害そのも

のは，本来，筋肉や骨格それ自体の不全ではなく，身

体の動きを司る中枢に障害があるとされている。この

ような障害の成り立ちという観点からしても，子ども

と直接身体を介しながら，より適切な姿勢・運動の獲

得を支援していく取り組みが行われることは発達的に

も，教育的にも重要な意義があると考えられる。

また，肢体不自由児においては，姿勢・運動面以外

にも障害に伴う特徴が見られる。座位や立位など姿勢

の獲得に困難があることにより，自身の身体を通した

様々な体験が不足しがちであり，空間認知や対人認知

にも遅れが出るケ－スが少なくない（森崎, 2004)。

姿勢・運動面についてはもちろんのこと，このよう

な，肢体不自由児の認知発達についてもこれまで研究

が行われており，脳性まひ児・者の認知的発達の遅れ

の要因に関して，川間(2002)は，①非可逆的な中枢

神経系の障害，②環境情報を受容する感覚器官の障

害，③身体運動構能が制限されていることからくる二

次的な認知活動の不足，の3点について指摘している。

そして，この中で，①や②について扱った研究は比較

的多く見られるものの，③について扱った研究はあま

り見られないとしている。

③の「身体運動構能の制限に伴う認知活動の不足」

に関する研究として，乳幼児及び脳性まひ児の姿勢あ

るいは運動と知覚に関する研究が挙げられる。例えば

北村(1997)は，乳児期に子どもが垂直姿勢をとるように

なると，座位姿勢の方が他の姿勢で過ごしている

時に比べ心理的な活動が高まることを報告している。

また，同じく北村(1997) は，座位での姿勢調節とい

う活動は，外界の認知および手の操作によりその調節

がより豊かになるとも述べている。つまり，これらの

知見は，姿勢が認知発達を促進させ，認知発達によっ

て姿勢がさらに調整のとれたものになっていくことを

示すものと言える（川間, 2002)。

更に，タテ系（応重力）姿勢についての研究もいく

つか行われている。成瀬(1995) は，タテ系姿勢は，

「自分の体軸を原点にした上下，遠近，左右という座

標軸が形成され，その座標の枠を基準にして外界環境

を認知し，物理的世界を識別できるようになるための

基軸」となるものとしており，単に応重力姿勢がとれ

るようになることだけを意味するものではないと述べ

ている。また，このようなタテ系姿勢を積極的に体験

する訓練による知覚の変化を示した研究も多く行われ

ている。例えば，干川・大神(1989) は，4 名の脳性

まひ児に対し，姿勢の変化を捉える客観的な指標とし

て重心計を用い，訓練の前後の姿勢の変化と垂直判断

との関連を検討している。重心動揺の変化に個人差は

あったものの，訓練後に垂直判断が正確になったこと

が示された。これらの研究からは，外界の知覚あるい

は認知に関して身体軸の形成が重要であることが示唆

される。

また，川間(1999)は，タテ系姿勢に関して，聴覚

や視覚を充分に働かせる姿勢として，座位姿勢などの

抗重力（応重力）姿勢を勧めている。そして，その理

由について，①頭部を自由に動かせるようにほぼ垂直

の位置に保つことが必要なこと，②注意や覚醒水準を

高めることができること，③特に視覚からの刺激は志

向性を持って見ることがなければ有効な情報として取

り入れることが困難であること，という3点をあげて

いる。また，座位姿勢を獲得することで，手がフリー

な状態になり，手を使い始めるための足場になる（森﨑

, 2003) ことも，認知的発達を促す要因であると言

27



森崎，石川：肢体不自由児への動作 法を通した発達支援 と立位姿勢獲得に伴う心理的発達

うことができ，森崎（2003）は，重度重複の脳性まひ

児に対し座位姿勢の獲得を中心とした発達支援を行っ

た結果，座位姿勢の保持が可能になるとともに，外界

や他者への関心，リーチング（物に手を伸ばす行動）

などが出現したことに言及している。

このように，姿勢・運動発達と心理的（認知，情緒

などを含む）発達は，相互に関連する面があることが

示唆されてきている。しかしながら，一般的には脳性

まひ児や重度重複障害児の心理的発達の問題は姿勢や

運動とは別のものとして考えられ，区別して指導され

ることが多く，身体を通した発達支援の心理学的な観

点を踏まえた発達的意義については充分には考慮され

ていないように思われる。

また，応重力（タテ）姿勢の体験を重ねていくこと

を中心とした発達支援が外界認知や情緒面，対人面な

ど心理的発達に及ぼす影響について，上記のような示

唆はなされてきているが，日常生活の記録なども用い

ながら実践を通して事例的に詳細な検討を重ねた研究

はいまだ不足している現状がある。

加えて，これまでの研究では学齢期の肢体不自由児

を扱った研究が多く，就学前の肢体不自由児を対象

に，座位獲得前後の行動の変化など運動発達に伴う心

理的な発達過程について扱った研究も充分とは言えな

い。肢体不自由児，特に脳性まひ児においては，適切

な支援がなければ，姿勢，身体の動きを適切に学習し

ていくことは難しく，日常生活の中で自分なりの姿勢

を誤学習してしまい，その結果，姿勢にゆがみや硬さ

が出てきてしまう傾向がある。そして，一般的には，

学年が上がり身体的な成長に伴いその傾向が強まって

しまうケースが多いように思われる。したがって，よ

り良い姿勢，身体の動きを獲得していくためにも，よ

り早期から適切な支援がなされていくことが望まれ

る。しかしながら，動作法の研究において，特に就学

前の幼児を対象とした実践的な検討はまだ充分ではな

く，この点についてもより多くの事例を通して，さら

に検討していくことが必要であると考えられる。

そこで本研究では，幼児通園施設での日常的な活動

に参加する肢体不自由児を対象に，動作法を通した発

達支援を行い，座位や立位などタテ系（応重力）姿勢

の体験を重ねていくことを中心とした働きかけを行

う。そして，それが座位，立位などの姿勢の獲得や他

の運動発達，また，情緒面（精神面）や対人面などの

心理的側面の発達にどのようにつながってくるかにつ

いて着目しながら全体的な概要をまとめる。その中

で，応重力姿勢の継続的体験を中心とする動作法を通

した発達支援の意義について事例を通して検討するこ

とを目的とする。

2．方　法

（1）研究方法　 事例研究

a ）対象児：脳性まひ児Y　 当時3 歳7 ヶ月

腰を持って支えてあげれば両脚で踏ん張ることはで

きるが，自力での立位保持は不可。膝立ち姿勢の保持

も同様に難しい。日常では這い這いやPCW で移動し

ている。心理的な面では，母子分離が充分ではなく新

奇な場面などでは泣 くことも少なくない。また，多少

言葉は出るが，言葉でのやりとりの力は弱い。

b ）実施期間：X 年5 月～X ＋3 年2 月

c ）資料：訓練の各セッションの記録と日常生活の記

録（保護者と通園施設職員による記録）をもとに，対

象児の姿勢獲得や心理的発達にどのような変化が見ら

れたか考察する。

（2）プログラム

a ）1 セッション：週1 回，50分 （動作法）

b ）動作課題：「座位」，「膝立ち」，「立位」，「歩行」3

．経過および考察

（1）第1 期（×年4 月～9 月）

訓練場面《訓練に慣 れる》

目標：訓練に慣れること。　トレーナーとコミュニケー

ションをとりながら，膝立ち姿勢，立位姿勢などを楽

しんで経験すること。

膝立ち・膝立ち姿勢の自力保持は難しい。（7月）

・腕を前に伸ばし物 につかまった状態でいれ

ば，安定して姿勢を保持することができる。

（7 月）

立位・腰を両手で支えてあげると，足を動かして歩

こうとするが，しっかり踏ん張ることは難し

い。（6 月）

・全体として脚にあまり力が入っていない。し

っかりした踏みしめは難しい。（7 月）

・踵を使って歩こうとしてしまう。（9月）

日常場面

対人・少しずつであれば友達と遊べる。（4月）

・友達との関わりを楽しむ様子も見られる。（6

月）

・友達が大人数で遊んでいる様子を見て，参加

して一緒に遊ぶ。（8 月）

・職員が困っている様子を見て，手伝おうとす

る。（9 月）

表現・自分のしてほしいことを人人に伝える。（4月）・

友達に向かって「おいで」と言ったり友達の

真似をしたりする。（6 月）

身辺処理・通園施設や家でトイレ成功。（4月）
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�●通園施設に入園し，訓練を開始した時期であり，

様々なことに対して抵抗を示していた。訓練中は母

親から離れられす，すっと泣いており，訓練室へ入

ることができない状態が続いていた。その後，訓練

中に覚えた手遊びを家でやってみたり，トレーナー

に対して挨拶をきちんとするなど積極的な姿が見ら

れ，訓練やトレーナーを少しすつ受け入れていこう

としている面も見られ始めた。

●主な移動手段は這い這いとPCWでの移動であっ

た。座位姿勢では背中が丸くなって，腰が落ちてい

る状態であった。手遊びや興味のあるものを使えば，

その流れで，補助しながら姿勢をとらせることはで

きるが，そこから身体を動かしていくことはできず，

訓練らしい訓練はできていない。しかし，不安定で

はありながらも，これまで経験することのなかった

様々な姿勢を経験したことにより，自らも立とうと

するなど，意欲的に姿勢をとろうとする姿も多少見

られるようになった。

●通園施設での保育の時間においても，母親から離

れられす，泣いている状態が続いていたが，生活を

続けていくうちに，少しずつ友達の様子を見て真似

したり，誘ってみたりすることで，一緒に遊べる場

面も出てきた。

（2 ）第2 期（×年10 月～×＋1 年3 月）

訓練場面《落ち着いて訓練に取り組む》

目標：膝立ち姿勢での股関節の曲げ伸ばし。立位姿勢

での膝の曲げ伸ばし。直の姿勢でバランスをとる。

膝立ち・両脚にしっかりした力が入るようになってきたが，

腰が突っ張りお腹が前に出てしまう。（10月）

・股関節を伸ばすと，お腹を突き出して背中を

大きく反らしてしまう。（10月，1 月）

立位・腰が援ろに引けてしまい，真直ぐに踏みしめ

ることが難しい。（1 月）

・自ら立位課題をやりたがる。（3 月）

・両膝が突っ張ってしまい，しっかりと踏みし

めることができていない。（3 月）

・しゃがんだ姿勢からの立ち上がりから立位姿

勢の保持を行うようにすると，（腰 を補助し

た状態ではあるが）しっかり踏ん張ることが

できてきた。（3 月）

日常場面

対人・仲の良い友達ができた。（9月）

・困っている友達を自ら助けようする。（2月）情緒

・お母さんが近くにいなくても，泣かすに活動

で きる。（1 月）

表現・園でやったことを家に帰って教える。（1月）

・マカトンサインを上手に使って自分の思いを

伝える。（2 月）

食事・フォークを使って，食事をほとんど自力で食

べることができた。（2 月）

�●通園施設での保育や動作法での訓練に少しすつ慣

れてきた時期である。泣かすに訓練に取り組めるよ

うになる。訓練の始まりで泣くこともあるが，しだ

いに泣き止んで，トレーナーと一緒に身体を動かす

ことができるようになり，母親がいなくても，訓練

に取り組めるようになる。

●歩行や立位課題では，意欲的に取り組む様子が見

られた。主な移動手段が這い這いであったため，脚

に力を入れタテ姿勢を保つ経験が少なかったが，

様々な姿勢も経験しながら膝立ち姿勢を多く体験し

たことにより，膝立ちで踏ん張ろうとする様子が見

られるようになってきた。第1 期に比べて，踏みし

め感が増し全体的に姿勢が安定するようになってき

た印象である。

●日常生活では，友達との関係が深まってきており，

友達の様子を気にかけるようになってきた。訓練で

は，トレーナーの声かけに対して答えたり，やりと

りができるようになってきた。やりたい課題を訴え

ることもあるため，訓練でY の希望を尋ねるなどの

やりとりを続けた。その結果，訓練場面や日常生活

において相手に思いを伝えようとする様子が見られ

てきた。遊びの場面では，言葉のやりとりのある遊

びで健常の友達と同じように楽しむことができてき

ている。

（3）第3 期（×＋1 年4 月～9 月）

訓練場面《膝立ち姿勢の安定》

目標：膝立ち姿勢での左右の重心移動

膝立ち・15秒ほど自力で姿勢を保持することができ

た。（6 月）

。膝 を八の字 に開いた状態で姿勢を保ってお

り，真直ぐに膝の幅を狭めるとバランスを崩

してしまう。（7 月）

・左右の重心移動では，脚ではなく肩に力が入

ってしまい，腰で はなく肩 から動いてしま

う。（9 月）

・前後の重心移動は勢いをつけて立ち上がる印

象であり，肩や胸に力を入れることで腰を動

かそうとする。両脚でしっかり踏みしめなが

らゆっくりと重心を動かしていくことはまだ

難しい。

立位・しっかり持たす，腰を支えるだけの補助で立

位姿勢を保持することができた。（4 月）

・しゃがんだ姿勢から立ち上がりながら踏ん張

っていくと安定している。（4 月）

・膝 の曲げ伸 ばしでは，上体が前傾してしま

う。（4 月）

日常場面

対人・周囲に大人がいても，一人で他の子どもたち

の中に入って遊ぶことができた。（7 月）

表現・嫌なことを「嫌」と言う。（4月）
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・家 族や友 達 の名前 を， 平仮名 表を指 さし て示

す。（5 月 ）

・自分 の意思 を友達 に伝 えら れる。（7 月 ）

・発 話が 聞 き取 りやす くなっ た。（7 月 ）

食事・箸を使って，食事することができた。（4月）

�●これまでの時期は這い這いで移動していたが膝立

ち歩行で移動できるようになる。膝立ち歩行は，這

い這いとは違い，移動時の視線も高くなり，活動性

や自由度も大きく高まる。また，物を持って運ぶな

ど手を自由に使うこともできるようになる。そのた

め，日常でのY のできる活動の幅が大きく広がった

印象。

●膝立ち姿勢では，背中が反っていたり，腹を突き

出していたり，直の姿勢をとることは難しい。しか

し，15秒間ほどの自力保持が可能となり，重心移動

にも挑戦するようになった。また，トレーナーから

教えられると，傾いた姿勢から自分の力で姿勢を戻

すことができている。このように，全体に姿勢を保

持し調整する力が高まってきている印象であった。

また，これらのことができるようになったことから，

膝立ちでの歩行も可能になったものと考えられる。

しかし，前後の重心移動など細かな調整はまだ難し

い状態である。

●両脚の踏みしめは当初よりしっかりとしてきた印

象で，腰の補助があれば立位姿勢の保持は可能とな

ってきた。訓練ではしゃがんだ姿勢からの立ち上が

りから立位保持を行っており，足の裏全体で踏みし

めること，自分で立ち上がろうとすることを意識し

て行っている。これらの課題は今後自力でその姿勢

を作る上でも重要である。

●日常生活では，戦いごっこやアスレチックなど，

動きの激しい遊びが増えてきている。訓練で，難し

い課題にも頑張ろうとする面が出てきたことに見ら

れるような，精神的な面での積極性の高まりや，訓

練を通した姿勢・運動面の安定や自由度の高まりに

より，このような激しい遊びを楽しめるようになっ

てきたものと考えられる。

●発話がよりはっきりとしてきており，トレーナー

の発言に対しても答えることができている。動作法

という直接的な対人的交流の体験を重ねることによ

り，対人的な志向性や対人的な力に高まりが見られ

てきたことが背景にあり，日常での活動場面などに

おいても，コミュニケーションが成立しやすくなっ

たと考えられる。

（4）第4 期（X ＋1 年10 月～×＋2 年3 月）

訓練場面《歩行への準備期間》

目標：膝立ち姿勢での左右の重心移動と直の姿勢で保

持する。立位姿勢で補助を少なくして保持する。

膝立ち・胸やお腹を前に突き出すようにして立ち上が

ってしまう。

・左右の重心移動はまだ難しいが，右への移動

は上手にできた。（1 月）

・腹を突き出すことは少なくなってきたがまだ

肩や胸に力が入っている。

片膝立ち・足が外側へ開く。（11月）

立位・膝を突っ張ることが多いが，膝を曲げた位置

でも止まって踏みしめることができた。

・手を持ったり，膝を補助するだけで立位姿勢

を保持することができる。

・脚の力はしっかりしてきている。少ない支え

でも立っていられる。（11月）

・2 秒ほどではあるが初めて自力での立位保持

ができた。（1 月）

・5秒ほど立位を自力で保持できた。（2月）歩行

・腰を支えての歩行では，左足が出る時の歩幅

は大きいが，右足が出る時の歩幅は狭く，左

右差がある。

・第4 期最後の訓練にて，一人で数歩だけでは

あるが歩行ができた。（3 月）

日常場面

対人・園での活動で頑張っている友達を応援する。

（10月）

・言葉をはっきりと喋れるようになり，友達と

楽しくお話をする場面が増えた。（10月）

・泣いている友達を慰める。（11月）

・はっきりと喋れるようになり，また大人の言

っていることもよく理解できてきたようで，

意思疎通もしやすくなった。（1 月）

・おもちゃを譲り合ったり，友達が頑張って作

った作品を見て一緒に喜ぶ。

・友達と競い合いながら，いろいろな活動がで

きるようになった。

身辺処理・自分で靴を履くことができた。（10月）

・着替えを含めて，全て一人でトイレをするこ

とができた。（1 月）

運動・片手をつなぐだけで歩くことができ，階段も

昇ることができた。（11月）

・訓練で歩くことができた後は，日常でも自分か

ら積極的にたくさん歩こうとしていた。（3 月）

�●訓練中，自分で姿勢保持の時間（秒数）を決めて

おり，目標を決めて達成できるように努力していた。

数の概念が少しすつ分かってきているため，自ら長

い時間保持をするという目標を立てており，訓練に

対してより意欲的な姿が見られるようになった。

●歩行獲得への準備段階の時期であった。膝立ち姿

勢では腹を突き出すことはなくなってきたが，肩や

胸に力が入っている状態である。膝立ち姿勢で長時

間姿勢を保持できた。長時間の保持を続けて姿勢が

崩れてきた際にも，トレーナーに教えられると，元
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�に戻すことができていた。立位は極力補助を減らし，

負荷をかけたり，膝の曲げ伸ばしの訓練を続けて，Y

がしっかりと踏ん張る経験を重ねた。その結果，

膝下の補助や，トレーナーと軽く手を合わせている

だけの補助など，簡単な補助で姿勢を保持すること

ができるようになり，最終的に5 秒ほど自力での立

位保持ができるようになった。

●日常生活では，泣いている友達を慰めたり，泣く

真似をしていた施設の職員の頭をなでたりするなど

の，いたわり行動が見られた。
●この時期の最後の訓練において，数歩だけではあ

るが自力歩行ができたことにより，多くの職員や卜

レーナーから褒めてもらい，自信がついて様々な場

面で自ら積極的に歩こうとするようになった。

（5）第5 期 （×＋2 年4 月～9 月）

訓練場面 《歩行への移行》

目標：片膝立ちでの姿勢保持。立位姿勢での膝の曲げ

伸ばしで，しっかりと踏みしめる。

膝立ち・お腹を前に出さす，股関節をやや曲げた状態

で保持しようとすると倒れてしまう。（5月）片膝立ち

・出し足の踏ん張りが弱く，後ろに体重がかか

りお尻が落ちやすい。まだ不安定。（5 月）

・5 秒間，自力で片膝立ちの姿勢を保持するこ

とができた。（5 月）

・左側を軸脚にすると姿勢が安定しやすい。（7月）立位

・上体に力が入っている。（5 月）

・最高で60秒間一人で立ってい ることがで き

た。（6 月）

・立位の膝の曲げ伸ばしでは，ゆっくり伸ばそ

うとすると，肩や手，胸などに力が入ってし

まう。

歩行・歩ける距離は伸びているが，しっかり踏みし

めながらではなく，勢いで歩いている。（6 月）

日常場面

対人・園内で男の子の友達と遊ぶことが多くなって

きた。（4 月）

・年下の子をかわいがる。（6 月）

・ジャンケン列車で自分が負けても，先頭の友

達を応援する。（7 月）

・大人の手を借りないで，一人で遊べるように

なった。（8 月）

食事・食事をこぼすこともあるが，自分で拾って最

後 まで食べることができる。（5 月）

・苦手な食べ物にも挑戦する。

�●訓練の中での立位姿勢の保持は，最高で60秒とか

なり保持時間が伸びてきている。また，短い距離で

あれば一人で歩けるようになった。しかし，日常の

活動の中で歩きながらの状態では，その後しっかり

�と静止することがまだ難しいため，勢いで一定の距

離を歩いている。ゆっくりと歩くことが難しく，足

を次々に前に出すことでバランスをとっている。片

膝立ちや片足立ちはまだ不安定であるが，課題とし

て取り組むことに抵抗を示さなくなった。歩くよう

になったことで，日常生活でも積極的に立ったり，

歩いたりするようになった。

●年長クラスに上がり，トイレや食事の場面などで

は，自分のことは自分でできるように努力したり，

年下の子どもをかわいがるなど，「お兄ちゃん」と

しての態度が見られてきた。

●動作の面の変化としては，遊びの中でジャンプし

たり，ボールを蹴ったりするような動きが見られる

ようになった。訓練の中での，膝の曲げ伸ばし，片

膝立ち，片足立ちの課題にもよく取り組めるように

なり，膝を曲げた状態で姿勢を保持したり，左右片

方すつに重心を乗せるような体験を多く重ねていっ

たことにより，日常においてもこのような行動上の

変化が見られてきたのではないかと考えられる。一

般の保育園との交流の際にも，他の健常児と一緒に

なって，遅れることなく仲良く遊ぶ様子が見られた。

全体として活動性が大きく高まり遊びの幅も広が

り，またさらに友達とのコミュニケーションがしっ

かりと成立するようになってきた印象である。

（6）第6 期（X ＋2 年10 月～×＋3 年2 月）

訓練場面《立位の安定》

目標：片膝立ちでの姿勢保持（片側に重心をのせる）。

立位での膝の曲げ伸ばし。歩行で1 歩1 歩しっかりと

踏みしめる。

膝立ち・お腹を前に出さすに股関節を少し曲げた位置

で止まることができるが，しばらくすると腹

を突き出す。（10月）

片膝立ち・左側を軸脚にすると補助なしで姿勢を保持す

ることができる。（11月）

立位　・足を平行にした状態での膝の曲げ伸ばしで

は，膝を途中の位置で止めることが難しく，

倒れてしまう。（10月）

・特に右足は，つま先側に重心がのりやすい。

（12月）

歩行・左足はしっかりと踏みしめながら歩くことが

できるが，右足 の場合はあまりしっかりとは

踏めておらす，左足がすぐに前に出やすい。

（10月）

・片方の足で一歩ずつしっかりと踏みしめる前

に次の足が出てしまいやすい。（11月）

・両脚にかなり均等に踏みしめながら歩ける場

面も見られた。（12月）

日常場面

対人・足浴の際に早く出たがる友達を励ましてあげ

る。（1 月）

・足浴で時間のかかる友達に自分の順番を譲っ
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てあげた。(12月)

・男の子の友達と元気に遊んでいることが多

い。(1 月)

表現・遊んでいる大勢の男の子たちに向かって，後

から自分も｢ 入れて｣ と言うことができた。(10

月)

運動・自分でしっかりと歩いて遊ぶことができる。

(11月)

食事・自分で箸を使いながら，全部食べることがで

きる。(12月)

身辺自立・脱ぎにくいシャツでも，自分で脱ごうとして，

上手くいかない部分だけを人人に助けを求め

る。(12月)

�●立位がかなり安定し，左右片方ずつにしっかりと

重心をかけたり，より真直ぐな正しい姿勢できちん

と姿勢を保つようなことが課題となってきている。

片膝立ちでは左軸では自力で保持することができ

た。しかし，膝の曲げ伸ばしなど，他の動作を併せ

て行うと，足を平行に保っていることはまだ難しい

状態である。歩行では，左側はしっかりと重心をの

せられるようになってきたが，まだ多少左右差があ

る状態である。しかし，12月には，両脚とも均等に

しっかり踏みしめながら歩ける場面も見られた。

●日常生活では，小学校入学を控えていたため，こ

れまで以上に自分のことは自分でやろうとする姿が

見られた。できないことがあっても，ますは自分で

頑張ってみて，どうしてもできないところで大人に

助けを求める様子がみられるようになっている。

●この時期は，一人での歩行がかなり安定してきた

こともあり，保育中に散歩に出かけるような際には，

乳母車や車いすを使わすに，一人で最後まで歩きき

ることができるようになってきている。また，箸を使

うなど，細かい動作にも挑戦するようになってきてい

る。箸を使うためには，細かい手先の動きという身

体操作の面だけではなく，認知的な力や集中力など

も必要であり，この辺りについては訓練の中で自分

の身体とじっくり向き合いながら50分間集中して課

題に取り組むことができるようになってきたことなど

が少なからす関連しているように思われる。このよう

に，全体的に見て訓練の中で取り組んできた様々な

課題が，少しすつ日常生活の中にも表れてきている

ように感じられる場面が増えてきた印象である。

【＃1 と＃59では，「移動運動」12 ヶ月，「手の運動」12

ヶ月，「基本的習慣」12 ヶ月，「対人関係」38 ヶ月，

「発語」24 ヶ月，「言語理解」29 ヶ月という月齢の差

が見られた。特に「対人関係」，「言語理解」の項目に

は，大きな変化が表れた。】

4 ．総合考察

（1）全体的な経過について

訓練開始時は膝立ち姿勢，立位姿勢を自力で保持す

ることができす，日常でも這い這いやPCW での移動

が主であった。訓練を継続していくにつれ，第3 期に

は膝立ち姿勢での自力での姿勢保持が可能となり，第4

期には自力での立位姿勢保持と歩行が，わすかでは

あるが初めて可能となる場面が見られた。第5 期には

立位姿勢が，第6 期では歩行が，それぞれ安定してき

ている。それに伴い，日常生活での移動手段も，這い

這いから膝立ち歩行，立位での歩行へと移行していっ

た。

当初は園での保育の時間において，母親から離れる

ことに抵抗を示し，泣いてしまうことも多く見られ

た。動作法を通したマンツーマンでの関わりが基盤と

なりながら，園での他の子どもたちとの様々な活動を

通して，精神的な面での成長や言語を含めた対人的コ

ミュニケーションの発達など，幅広い領域で良好な変

化が見られるようになったものと考えられる。

（2）姿勢面・運動面の発達と心理的な発達

Y の移動手段は3 年間で這い這いから膝立ち歩行，

そして最終的は独歩での歩行へと変化していった。そ

れに伴ってY 自身の活動性全体も大きく高まりを見せ

るようになり，日常での活動全体が人きく広がってい

った。これは，姿勢・運動面での発達が基盤となり，

身体的な能力の高まりによって実行可能な行動が増え

ていったという側面がます考えられる。例えば，歩行
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という移動手段を獲得したことにより，手が自由に使

えるようになり，給食運搬やトイレへの移動などでき

ることが増えていることや，移動手段の広がりに伴っ

て，屋外で自由に走り回ったりジャンプしたりボール

を蹴ったりと動きの激しい活発な遊びを展開するよう

になってきていることなどである。そして，またその

ような活動の広がりを通してさらに日常場面での身体

的な力もさらに高まりを見せるという良好な循環を生

んでいったものと考えられる。

また，その一方でそのような様々な活動を通して，

他の子どもたちや園の職員などとの交流や活動がさら

に広がっていくこととなり，物の操作や外界全体を認

知する力の発達，また積極性や自信の高まりなど精神

的な面での成長，そして言葉を含む対人的な力にも大

きな発達が見られるようになったものと考えられる。

例えば，日常での移動手段の広がりに伴い，これまで

友達の方からY の元へ来てもらって遊んでいた受け身

の姿勢から，Y の方から友達の方へ移動して関わろう

とする姿などもが見られるようになった。自ら友達と

関わろうとする積極的な態度の表れであり，対人的な

姿勢の変化であったと言える。また，園生活の後半に

なると，園の職員から様々なことについて「○○が一

人でできるようになりました」という報告が多く見ら

れるようになっており，身体操作と活動性の高まりに

よって精神的にも自信が芽生え，それによって様々な

活動に積極的に挑戦するようになり，さらにまた自信

を深めていったように思われる。

また，特に発達検査でも最も大きな伸びを示した対

人的な面での発達については，動作法というマンツー

マンで直接的に身体を通し相手とじっくり向き合って

いく体験を継続的に重ねていったことがその基盤とし

て大きな意味を持つと考えられる。

（3）言語発達について

動作法の訓練は，マンツーマンで身体を通してじっ

くりと関わりながら行うものであり，それを中心とし

ながら言葉でのやりとりも多くなされている。訓練開

始当初からある程度発語のあったY ではあったが，訓

練を続けていく中で，職員からY の言葉がはっきりし

てきたという報告が見られるようになり，園での活動

の中で自ら言葉を発して相手と積極的に関わろうとす

る場面も見られるようになった。周囲とのコミュニケ

ーションも全体的によりスムースにできるようにな

り，友達との関わりも広がっていった。直接的には園

の様々な活動の中で言葉も含めたやりとりが大きく展

開していったことがその要因と思われるが，やはりそ

の基盤として動作法での身体を通した濃密な対人的な

相互交渉の体験の積み重ねがあるものと考えられる。

（4）精神的な面での発達について

Y は本研究での実践を通し，しだいに立位姿勢の保

持，歩行での移動が可能となっていった。立位姿勢で

は，言うまでもなく自分自身の脚でしっかりと踏ん張

って自分自身を支え，安定を保つことになる。このこ

とは身体的な面だけではなく，精神的な面での安定に

もつながるところがあるように思われる。実際，Y は

立位姿勢の保持が可能となったことを大きな契機とし

て，今までできすに自信を持てなかったことに対して

も，積極的に自信を持って取り組む姿勢が見られるよ

うになり，その積極的に取り組む体験の積み重ねを通

してさらに精神的に大きな成長が見られるようになっ

た印象である。また，日常の行動範囲が広がり，人と

の関わりも広がり，深まっていった。このような広く

深い対人的な関わりを通し精神的な面での発達がさら

に進んでいったものと考えられる。

この点については，訓練を進めるにあたっての工夫

もある。当初，訓練で泣いてばかりいたY が少しでも

意欲的に取り組めるように，Y の得意な課題をタイミ

ング良く取り入れ，できたらしっかりと褒めたり，手

遊びなども含め楽しく，またしっかりと50分間頑張る

ことができるようなメリハリをつけた訓練の進め方を

心掛けてきた。このような訓練上での工夫も，Y が

様々な活動に自信を持って意欲的に取り組めるように

なっていった一つの要因であると思われる。

（5）まとめ

このように，肢体不自由児にとって自力での立位姿

勢の獲得というものは，姿勢・運動面はもちろんのこ

と，精神面，対人面，外界認知など，心理的な面にお

ける全体的な発達に特に大きな影響を及ぼすものと考

えられる。特にYのような比較的軽度の脳性まひ児に

おいては，立位姿勢や歩行の獲得が日常での生活様式

の変化にかなり直接的に影響を及ぼす面が大きい。

特に肢体不自由児においては，精神面，対人面，外

界認知など，様々な心理的側面の発達の基盤に身体的

基盤があり，姿勢・運動面での発達を抜きにしてはそ

れら心理的領域全体の発達を考えることはできないも

のと考えられる。このような認識が一般的に，特に教

育の中においても理解されていくことが望まれる。
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